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広
報

平
成
1
3
年
成
人
式

1
月
7
日
、
長
浜
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
1
3
年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
新
成
人
者
1
1
2
人
の

う
ち
、
9
4
人
が
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

(
P
1
 5
に
関
連
記
事
) 211
号

主
な
内
容

第
4
固
定
例
会

人
権
作
文

確
定
申
告

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

国
保
関
係

国
民
年
金

新
成
人
者
名
簿

ル
ポ
ー
文
芸

戸
籍
ほ
か

...... 



県
堂
工
事
費
本
ど

十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
二
年
度
A

般
会
計
予
算
に
、

一
億
一
千
七
百
六
十
万
川
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
六
十
三
億
六
百

七
十
七
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
衛
生
費
〕
環
境
衛
生
費
と
し
て
、
町

が
土
地
開
発
公
社
か
ら
購
入
す
る
王
子

ケ
丘
基
地
の
土
地
購
入
費
一
下
問
十
七

万
三
一
千
円
を
補
正
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
中
山
間
地
域
等
対

策
費
と
し
て
、
事
業
費
の
組
み
替
え
に

よ
る
減
額
及
び
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
と
し
て
一
千
九
百
二
十
万
八

千
円
を
補
正
。

慎重審議が行われた第4固定例会

-2-

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
岡
の
議
会
で
は
、
六
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
十
二

年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
な
ど
の
議
案
十
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
完
全
学
校
給
食
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て
の
請
願
案
件
一
件
と
、
地
域
農
業
を
守
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ

い
て
の
陳
情
案
件
一
件
及
び
、
同
意
見
書
に
つ
い
て
の
議
会
提
出
案
件
一
件
、
例
月
出
納
検
査
の
議
会
報
告
案
件
二
一
件
は
、
い
ず
れ
も
受
理

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

〔
土
木
費
]
県
営
工
事
費
と
し
て
、
国

の
補
正
予
算
に
よ
り
追
加
割
当
の
あ
っ

た
、
長
浜
港
の
改
修
工
事
に
か
か
る
県

営
事
業
負
担
金
問
千
四
百
六
十
六
万
六

千
円
を
補
正
。
ま
た
、
住
宅
建
設
費
と

し
て
、
櫛
生
地
区
の
公
営
住
宅
建
設
に

係
る
土
地
造
成
工
事
に
要
す
る
事
業
者
一

合
一
千
ご
一
百
二
十
六
万
八
千
円
を
補
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
拠
し
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。改
正
の
主
な
も
の
は
、
期
末
手
当
が

年
間
0
・
一
五
か
月
削
減
さ
れ
二
一
・
六

か
月
と
な
り
、
勤
勉
手
当
が
0
・
0
五

か
月
削
減
さ
れ
一
・
一
五
か
月
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
扶
養
手
当
は
、
配
偶

者
以
外
の
二
人
口
ま
で
が
五
百
円
引
き

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
げ
ら
れ
六
千
円
、
「
人
以
上
が
千
円

引
き
上
げ
ら
れ
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
農
業
を
守
る

た
め
の
緊
急
対
時
粛
を

求
め
る
意
見
書

北
が
同
の
農
業
経
営
を
守
る
た
め
、

輸
入
が
急
増
し
て
い
る
農
畜
産
物
に
対

し
緊
急
輸
入
制
限
措
置
が
で
き
る
よ
う

要
件
を
改
善
す
る
と
同
時
に
、

W
T
O

農
業
交
渉
で
は
、
米
等
基
礎
的
食
糧
を

協
定
か
ら
除
外
す
る
こ
と
や
、
同
内
米

の
受
給
均
衡
を
図
り
値
巾
制
限
の
復
活

な
ど
再
生
産
に
見
合
、
つ
価
格
水
準
に
す

る
こ
と
な
ど
を
、
同
に
対
し
て
強
く
要

望
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

園田盛圃

河
川
改
鯵
に
つ
い
て

十
三
年
度
予
算
に
つ
い
て

優
先
的
な
下
流
域
整
備
を

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

質
問
-
-
-
激
特
事
業
が
今
年
度
完
成
し

た
が
、
今
後
下
流
域
の
十
分
な
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。
町
長
め
防
災
に
対
す

る
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
ダ

ム
は
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
治
水
効
果
は

大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
鹿

野
川
・
野
村
両
ダ
ム
の
運
用
・
機
能
の

見
直
し
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な

開

失

現
職
ロ
貝

間

義

見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
新

た
な
治
水
ダ
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
最
後
に
、
大
洪

水
時
に
赤
橋
が
水
没
す
る
恐
れ
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
河
川
改
修
は
建
設

省
で
施
工
中
で
あ
る
が
、
ま
だ
無
堤
地

医
も
多
く
、
慢
先
的
な
ト
流
域
の
堤
防

警
備
、
日
然
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を

強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
肱
川
治
水
期
成
同
盟
会
や
肱
川



改
修
促
進
協
議
会
に
お
い
て
も
、
早
期

主
成
に
向
け
大
川
な
チ
算
増
額
を
陳
情

す
る
な
ど
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ダ
ム
の
一
通
用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

堤
防
が
完
全
に
整
備
さ
れ
た
場
作
、
川
司

防
と
鹿
野
川
-
肝
一
村
両
ダ
ム
の
洪
水
調

整
能
力
を
併
せ
、
仮
に
山
鳥
坂
ダ
ム
計

聞
の
治
水
効
果
を
含
め
て
も
、
治
水
の

安
全
率
は
七
十
分
の
今
紅
白
で
あ
る
こ

と
か
ム
ハ
、
山
台
什
の
ダ
ム
の
運
用
見
直
一
し
、

は
不
可
欠
一
仁
あ
り
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水

調
整
は
必
要
で
あ
る
ど
考
え
て
い
る
。

治
水
の
み
な
ら
ず
、
環
境
問
題
も
合
め

凶
・
県
に
枚
汁
た
お
願
い
し
た
い
c

赤
橋
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

困
の
な
録
文
化
尉
仁
登
録
さ
れ
て
い
る

性
民
生
活
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

橋
で
あ
る
。
い
ず
れ
建
前
省
か
ら
大
和

か
、
コ
ド
流
の
河
川
改
修
計
画
が
一
ポ
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
町
市
街
地
の

安
全
と
赤
怖
の
保
存
、
利
用
・
景
観
等

に
配
慮
し
た
中
で
の
改
修
を
要
請
し
て

い
き
た
い
。

重
点
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い

長浜町のシンボル赤橋

質
問
j
卜
一
二
年
度
予
算
編
成
の
時
期

で
あ
る
が
、
重
点
と
な
る
施
策
は
何
か
。

ま
た
、
一
バ
た
な
取
り
判
み
は
何
か
。

答
弁
(
町
長
)

E

・
十
三
年
時
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
同
・
県
の
川
厳
し
い

財
政
状
況
を
捕
ま
え
、
事
務
事
業
去
の

徹
底
し
た
町
一
州
仁
努
め
る
よ
う
指
示
し

て
お
り
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
重

点
的
か
つ
計
阿
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い一
J

主
要
事
業
と
し
て
は
、
港
湾
整
備

事
業
キ
一
は
じ
め
、
情
報
通
信
施
設
の
整

備
、
老
人
ホ
I
ム
山
山
国
の
移
転
改
築

七
ポ
の
年
度
内
完
成
等
の
総
ん
い
的
な
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
農
林
水
手
誌
の

北
川
盤
整
備
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
っ

重
要
か
つ
新
た
な
引
業
と
し
て
は
、

大
和
(
郷
)
地
区
で
の
、
河
川
改
作
事

業
並
ぴ
に
水
防
災
対
日
ボ
特
定
河
川
事
業

に
よ
ろ
宅
地
の
嵩
L

い
け
を
台
む
建
物
移

転
の
円
滑
な
推
進
と
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
、
ハ
ー
ド
面
も
含
め
た
森
林

保
全
性
備
事
業
の
推
進
、
大
和
下
平
地

医
の
集
会
所
改
築
の
ほ
か
、
小
学
校
・

保
有
所
の
統
廃
合
に
向
け
ど
主
該
地
聞

の
実
情
調
査
・
研
究
や
検
討
委
日
会
の

肱
川
漁
業
協
同
組
合
の
指
導
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
入
札
指
名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

長
一
潰
港
湾
改
修
事
業

(
小
型
船
だ
ま
り
)
に
つ
い
て

山
鳥
堀
ダ
ム
建
設
と
分
水
事
業
に
つ
い
て

稚
ア
ユ
導
入
に
つ
い
て

組
ん
い
へ
指
導
し
て
い
き
た
い

質
問
・
:
肱
川
漁
協
は
、
十
二
一
年
ー
も
前

か
ら
病
坑
ゆ
め
る
琵
琶
湖
産
の
ア
ユ
の

佐
伯
…
を
購
入
・
放
流
し
て
い
る
c

町
は

当
挽
協
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
こ
v
ど

か
ら
、
十
分
指
潜
一
J

J

ヲ
べ
き
で
あ
る
と
川
山

う
け
が
ど
う
考
え
る
か
〈

答
弁
(
町
長

)
i
肱
川
漁
協
に
対
す

る
魚
払
育
成
協
力
助
成
金
位
、
清
涜
園

建
設
に
伴
、
つ
骸
川
に
対
す
る
影
山
一
一
日
を
勘

案
し
、
准
色
一
放
流
の
助
成
に
つ
い
て
の

決
定
が
え
」
れ
、
肱
川
漁
協
に
お
い
て
権

魚
放
流
計
同
に
基
づ
き
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
川
市
五
郎
地
区
で

発
生
し
た
ア
ユ
の
大
〔
胆
死
に
か
か
る
、

午
ス
一
た
ア
ユ
か
ら
の
冷
水
病
菌
検
出
の

報
道
は
、
町
と
し
て
も
大
変
心
配
を
し

て
い
る
。
今
後
、
状
況
の
推
移
や
調
青

結
果
を
踏
ま
え
、
稚
ア
ユ
の
呼
人
に
つ

併
せ
て
地
区
説
明
会
の
開
催
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
↓
心

F品『

昌

襲

議
員

い
て
組
合
ヘ
指
導
し
て
い
き
た
い

え
て
い
る
c

今
後
の
県
の
取
り
版
い
を

見
極
め
て
対
処
し
て
い
く

質
問
・
県
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
か
か

る
西
田
興
産
の
丸
投
け
疑
惑
が
と
り
だ

た
さ
れ
て
い
る
が
、
今
一
保
、
町
公
共
今
上

事
の
指
名
業
苦
か
s

り
当
該
業
者
を
外
す

べ
き
で
は
な
い
か

答
弁
(
町
長
)
;
こ
の
こ
と
改
、
建

設
業
法
の
下
請
け
の
報
止
リ
ふ
務
違
反
と
、

一
括
下
清
巾
の
可
能
性
が
あ
る
官
題
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
県
に
お
い
て

事
実
関
係
を
調
査
し
て
い
る
段
閣
で
あ

り
、
今
伐
の
県
の
取
り
扱
い
等
の
抗
れ

を
見
極
め
て
対
処
し
て
い
き
た
い

え
て
い
る
。

早
期
完
成
に
向
け

強
力
に
お
願
い
し
て
い
く

質
同
:
・
長
浜
港
湾
改
修
事
業
(
小
型

船
だ
ま
り
~
は
、
昭
和
ん
一
十
八
年
か
ら

約
十
八
年
た
っ
た
ム
つ
も
完
成
を
見
て
い

な
い
。
未
だ
に
漁
協
組
合
に
対

L
比
誌

な
の
相
談
も
な
い
上
、
外
邦
だ
け
に
七

億
円
も
の
町
れ
仰
を
し
て
い
る
状
況
か

ら
も
、
事
業
中
山
中
小
川
す
る
の
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
じ

答
弁
(
町
長
)

-

R

小
型
船
だ
よ
り
は
、

快
適
な
原
油
緑
地
を
兼
ね
備
え
た
も
の

で
、
市
小
産
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
利
用

は
も
と
よ
り
、
都
市
再
開
発
に
運
開
す

る
も
の
で
あ
っ

ωom-県
の
財
政
状
況

か
ら
も
大
繁
一
恥
し
い
環
境
で
は
あ
る
が
、早期整備が望まれる小型船だまり

3 



今
後
も
、
漁
協
和
合
の
骨
さ
ん
と
請
を

さ
せ
て
い
た
疋
き
な
が
ら
、
早
期
{
一
刀
成

に
向
け
強
力
に
お
匝
い
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。

新
た
な
計
画
が
出
た
段
階
で

冷
静
な
判
断
を

質
問
・
町
長
は
拾
水
の
グ
ム
は
必
要

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
治
水
だ
け
の
ダ

ム
は
あ
り
得
な
い
。
治
水
の
方
法
は
他

に
何
ら
か
の
形
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

山
鳥
坂
グ
ム
建
設
・
分
水
に
は
ば
対
で

あブ
ω
こ
と
を
阿
・
県
に
早
金
引
に
表
明
す

べ
き
と
出
品
、
つ
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
十
一
月
六
日
に
事

業
見
直
し
協
議
説
明
会
が
行
わ
れ
た
が
、

翌
七
日
、
知
事
と
の
面
談
で
の
町
長
の

意
息
長
一
市
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
一
〈

答
弁
(
町
長
)
:
本
町
に
お
け
る
治

水
対
策
は
最
も
重
要
な
課
題
の
一
っ
と

考
え
て
お
り
、
既
存
の
ダ
ム
を
含
め
だ

形
で
の
治
水
対
策
の
強
化
、
安
全
率
の

ア
ソ
ブ
を
期
待
し
た
い
と
ぢ
え
て
い
る
ο

十
月
一
二
日
の
知
事
会
訟
で
、
私
は
佃

人
的
見
解
と
し
て
、
「
現
在
の
某
一
本
計

画
は
私
た
ち
の
懸
念
が
私
抗
さ
れ
ず
、

ノ
!
と
一
一
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
し
F

一
申
し

k
げ
た
。
知
事
は
、
流
域
位
此
の
問
題

や
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
見
直
し

を
、
建
設
省
に
働
き
か
け
て
み
る
こ
し
し

を
提
案
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
方
向
で
見

直
し
'
J

守
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
村
科
は

提
供
す
る
と
返
事
を
し
た
わ
什
で
あ
る
。

十
一
月
六
円
の
説
明
会
は
、
こ
の
知

事
会
談
と
、
そ
の
役
の
議
会
特
別
委
員

会
友
び
全
員
協
議
会
、
山
鳥
足
ダ
ム
対

策
協
議
会
理
事
会
・
総
会
を
踏
ま
え
、

性
民
の
比
甘
さ
ん
に
桂
過
説
明
を
行
つ
た

も
の
で
あ
る

c
H頭
の
挨
拶
一
一
¥
卜
一

片
七
日
に
知
事
と
而
談
す
る
旨
も
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
決
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
を
無
伺
し
た
も
の
で
は
な

治
水
事
業
の

進
展
出
つ
い
て

町
村
合
併
に
つ
い
て

河
川
敷
利
用
法
に
つ
い
て

事
業
の
推
移
の
中
で

国
@
県
に
要
望
し
て

質
問
昼
E

司
激
特
事
業
は
完
成
し
た
が
、

完
全
に
水
の
杭
害
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
と
は
忠
え
な
い
。
今
後
ど
の

よ
う
に
治
水
事
業
に
円
以
り
組
む
の
か
コ

ま
だ
、
樋
門
的
内
水
ほ
ど
の
よ
う
に
処

理
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
治
水
事
業
の
進
展

に
つ
い
て
は
、
先
は
ど
の
欠
間
議
員
へ

の
答
弁
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
泊

く
、
会
談
で
は
「
現
計
画
仕
草
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
」
旨
の
窓
思
表
示
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
流
域

作
民
の
懸
念
払
拭
に
向
け
た
、
計
画
の

見
直

L
と
い
う
局
面
で
あ
る
が
、
新
た

な
計
凶
が
出
た
段
階
で
、
長
以
町
と
し

で
の
考
え
を
表
明
す
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
行
政
・
議
会
・
住
民

の
総
意
づ
く
り
に
努
め
、
十
分
な
る
議

論
と
冷
静
な
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

東

敦

弘

一議由民

水
に
つ
い
て
は
、
河
川
改
修
の
早
期
完

成
と
、
既
存
施
設
を
生
か
し
た
安
全
度

の
向
上
を
働
き
か
け
て
い
き
だ
い
。

樋
門
設
戸
箇
所
の
内
水
処
理
に
一
り
い

て
は
、
背
後
の
河
川
改
悔
や
排
水
処
理

施
設
の
苧
怖
が
考
え
ら
れ
る
が
、
事
装

ω推
移
の
中
で
国
・
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
ョ

合
併
協
議
会
を

設
置
し
て
議
論
を

賞
間
-
.
，
合
併
問
題
は
避
け
て
通
れ
な

い
道
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
取
り

組
み
方
等
、
ど
う
考
、
え
て
い
る
の
か
。

主
た
、
合
併
協
議
去
を
設
置
し
、
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ふ

が
、
ど
う
思
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
合
併
問
題
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
積
杭
的
な
枚
討
を
要
す

る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
今
月
八
日
に
¥
課
長
補
佐
を
中

心
に
自
主
内
組
机
と
し
て
発
足
し
た
長

浜
町
合
併
間
関
一
検
討
会
の
席
上
、
「
特

例
措
置
の
朋
限
で
あ
る
子
成
十
六
午
皮

巾
に
合
併
し
な
け
れ
ば
法
の
恩
恵
は
無

い
。
十
三
年
度
中
に
は
、
合
併
に
伴
う

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
中
心

に
し
と
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
早
急
に
行
い
、
長
会
・
住
民
の

骨
さ
ん
へ
の
検
討
資
料
と
な
る
報
告
書

の
作
成
を
」
と
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
研
修
、
先
進
地
司
察
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
調
丘
、
住
民
の
意

識
調
査
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る

合
併
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
か
ら
し
て
、
日
十
く
設
置
を
し

て
保
々
な
観
山
…
か
b
議
論
し
て
い
た
丹

さ
、
方
向
性
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
c

4 

有
効
活
用
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
く

賛
同
:
・
激
特
事
業
の
主
成
に
伴
い
、

白
滝
地
区
に
広
大
な
河
川
敷
が
生
ま
れ

て
い
る
。
珪
設
省
が
策
定
し
た
肱
川
河

川
敷
繋
備
構
想
の
中
に
あ
る
白
滝
ミ
ナ

ゲ
l
シ
ヨ
ン
栴
想
も
、
現
在
全
く
の
手

っ
か
ず
状
態
で
あ
る
が
、
地
域
に
還
元

さ
れ
る
利
用
方
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
加
居
地
区
に
つ
い

て
は
、
「
失
わ
れ
た
自
然
を
復
元
す
る
」

ご
と
を
志
味
す
る
ご
『
チ
ゲ
l
シ
ヨ
ン
思

想
に
基
づ
き
、
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
0

4
J
地
区
の
何
川
敷
利
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
五
年
に
白
滝
地
区
か
ら
様
々
な
意有効利用が望まれる河川敷(白滝)



児
が
出
さ
れ
、
担
当
課
と
珪
設
省
と
で

協
議
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
か
、
財
政

計
画
・
維
持
管
理
等
の
面
で
困
難
な
状

況
に
あ
り
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
建

設
省
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
よ
り
什
滝
・

弔
問
小
学
校
に
、
植
物
や
牛
一
物
の
観
察

を
委
嘱
さ
れ
た
が
、
ミ
チ
ゲ
l
シ
ョ
ン

前
面
長
の
政
治
姿
勢
を
闘
う

夕、、

意皐
勾守
音E分そ
2主ァk
仁問
要題
霊の

質
問
・
:
十
一
月
一
一
十
五
日
の
、
長
浜

町
を
ま
じ
め
に
考
え
る
会
主
催
の
ダ
ム

分
水
反
対
集
会
の
様
子
を
、
町
職
員
が

無
断
で
お
音
し
た
も
の
が
、
ム
点
目
凱
と
な
っ

て
町
内
に
出
回
っ
て
い
る
。
だ
れ
の
命

令
で
や
っ
た
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
に
は
党
言
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
も
入
っ

て
お
り
、
圧
力
的
な
も
の
を
感
じ
る
が
、

町
長
は
~4
れ
ら
の
こ
と
を
ど
、
っ
J
K

旬、えて

い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
E
:
長
浜
町
を
ま
じ
め

に
考
え
る
会
主
催
の
集
会
ほ
、
山
鳥
坂

ダ
ム
の
関
係
の
公
開
の
集
会
で
あ
り
、

は
失
わ
れ
と
環
境
に
対
す
る
代
償
問
世

の
た
め
、
地
一
正
が
考
え
る
よ
う
な
施
設

に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も
、

皆
き
ん
の
意
見
を
頂
き
、
有
効
活
用
で

き
な
い
か
建
設
省
と
協
議
を
行
三
に
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中

野

一議昌一

茂

明

町
民
の
ご
広
見
を
参
考
に
さ
せ
一
L

い
た

だ
く
た
め
、
私
が
所
管
の
企
画
調
整
課

西
田
課
長
・
地
域
振
興
宗
洲
尾
室
長
に
、

会
に
出
席
し
て
内
容
を
報
告
す
る
よ
う

指
示
し
、
所
定
の
受
付
を
し
て
参
加
し

た
も
の
で
あ
る
。
集
会
は
、
公
開
で
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
も
取
材
し
て
お
り
、
当

然
洲
見
出
汁
一
長
も
記
録
を
し
て
私
に
報
告

し
て
く
れ
た
わ
け
で
、
参
加
さ
れ
た
住

民
の
考
え
を
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
私
が
町
議
さ
ん
川
j

五
人
に
漉
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
野
会
長
は
、
十
二
月
十
二

H
の
記

者
会
見
で
、
「
無
断
で
の
録
音
。
そ
れ

が
町
内
に
流
出
」
と
か
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
よ
り
八
日
も
早
い
十
二
月
団

日
に
、
記
録
の
存
在
と
そ
れ
を
所
打
し

て
い
る
部
署
を
認
め
た
上
一
¥
担
当
者

か
ら
記
録
の
コ
ピ
ー
を
受
け
取
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
理
解
が
で
き
な
い
の
さ
ら

に
、
ト
二
日
付
け
で
教
育
長
宿
に
、

「
無
断
録
音
の
行
為
に
勺
い
て
」
と
し

て
申
し
入
れ
、
町
内
八
円
今
一
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
根
拠
も
な
く
職
只
が
関
与
を
し

た
と
一
方
的
に
断
定
し
、
捜
査
当
局
に

訴
え
る
な
ど
と
主
張
さ
れ
る
に
宅
つ
て

は
、
た
だ
唖
黙
と
す
る
ば
か
り
で
あ
る
c

ιれ
ら
前
後
問
係
を
見
て
い
る
と
、
何

か
意
図
的
な
も
の
が
非
常

ι大
き
く
鋤

い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、

発
言
の
白
巾
の
抑
制
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
テ
レ
ビ
が
入
り
顔
が
映
っ
て
い

ふ
中
、
発
言
者
は
、
本
主
に
自
分
の
意

見
を
出
さ
れ
た
と
忠
一
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題

の
核
心
の
部
分
で
議
論
を
お
願
い
し
た

¥， ， 

山由一一円坂、タム

分
水
事
業
に

議
論
を
重
ね

誤
り
の
な
い
判
断
を

私たちの肱J11 (長浜)

質
問
-
幽
調
約
七
八

0
0
人
の
反
対
署
名

な
ど
、
全
て
で
は
な
い
が
、
み
ん
な
で

肱
川
を
す
る
会
の
皆
き
ん
山
住
民
逗
動

の
此
川
市
と
し
て
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
説
計

画
が
白
紙
撤
同
と
い
、
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

町
長
は
、
こ
の
組
織
、
今
ま
で
の
運
動

に
対
し
、
ど
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
か
一
ま
た
、
住
民
運
動
の
志
義
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
十
一
月
一
一
十
九

U
の
、
本
事

業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と

の
新
聞
報
道
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
の

方
は
、
「
も
う
ダ
ム
は
で
き
る
よ
つ
に

な
っ
た
の
か
」
と
い
、
つ
よ
う
な
誤
鮮
を

さ
れ
る
々
が
大
勢
い
る
J

一
計
一
向
の
見
直

し
協
議
を
受
け
る
真
意
と
経
過
、
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

日
取
徒
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を

東

信

幸IJ

盟
中
山
E

昌一

聞
き
な
が
ら
町
政
を
造
め
て
二
ら
れ
た

町
長
の
装
勢
を
、
多
く
の
町
長
が
信
頼

ヲ
し
て
い
る
。
こ
の
ダ
ム
間
出
に
対
す
る

基
本
姿
勢
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
現
基
本
計
画
の
見

直
し
に
主
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
説

明
し
た
と
お
り
で
あ
ふ
が
、
本
来
、
一

口
-
仇
定
し
た
基
本
計
阿
キ
一
は
立
す
と
い

う
こ
と
は
、
大
規
棋
公
共
事
業
の
中
で

あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。
事
業
評

価
監
視
委
口
会
に
お
い
て
も
、
流
域
住

民
の
理
解
を
得
る
必
要
性
を
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
今
日
ま
で
こ
の
間
也
に
取
り

組
ま
れ
た
議
会
・
町
民
の
努
力
が
叛
わ

れ
た
と
一
二
一
口
っ
て
い
い
と
思
っ
て
い
る
c

今
後
に
お
い
て
も
、
民
意
を
基
本
に
対

処
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。次
に
、
見
直
し
協
ぷ
を
乏
け
る
真
意

と
今
設
の
進
め
力
で
あ
る
が
、
長
年
本

事
業
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
八
年
前
に
作
ら
れ

た
生
本
計
画
の
受
け
入
れ
は
で
き
な
い

5 



と
明
確
に
、
王
張
さ
せ
て
い
い
た
も

の
で
あ
る
に
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
と
し

て
も
計
画
見
爪
し
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

住
民
投
票
に
つ
い
て

現
制
度
の
中
で

民
意
を
と
り
な
が
ら

質
問
:
均
一
存
、
我
が
町
の
重
要
問
題

で
あ
る
ダ
ム
建
設
・
一
分
水
の
是
非
に
つ

い
て
は
、
行
政
・
議
会
と
町
民
め
思
い

が
た
き
く
か
け
離
れ
℃
か
る
心
こ
の
間

-
分
水
に
合
志
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
本
事
業
の
替
一

白
に
つ
い
て
は
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、
ん
f

徒
、
新
た
な
局

面
に
お
け
る
長
浜
川
と
し
て
の
主
長
を

ま
と
め
上
げ
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
、
意
見
を
聴
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

私
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
基
本
姿
勢

は
変
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

こ
の
問
題
に
対
す
る
分
析
・
研
究
を
し
、

そ
の
目
報
を
公
開
し
て
、
設
会
・
住
民

の
皆
さ
ん
に
問
題
提
起
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
議
論
を

烹
ね
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と

私
た
ち
の
誤
り
の
な
い
判
断
が
で
き
る

と
考
え
て
い

り
、
ダ
ム

私たちの肱J11 (大和)

惣

夫

現
時
四
回
目
一

忠
仁
対
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
行
政
も

議
会
も
町
民
の
考
え
方
を
反
映
し
て
お

ら
ず
、
町
民
は
や
り
場
の
な
け
憤
り
と

大
き
な
不
灯
怯
を
持
っ
て
い
る
。
町
の

将
来
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
と

L
て
は
、

市
町
村
合
併
問
壇
も
そ
の
う
ち
の
~
り

で
あ
る
。
こ
れ
ら
軍
要
案
件
の
決
定
に

際
し
、
町
民
が
望
む
な
ら
は
、
あ
る
い

は
行
政
が
判
断
に
苦
し
む
場
合
は
、
そ

の
久
門
一
否
を
住
民
投
票
で
問
、
つ
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
住
民
投
引

制
度
の
整
備
、
条
例
づ
く
り
が
必
要
と

早
つ
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
、

答
弁
(
町
長
)
:
住
民
投
票
制
度
は
、

現
行
法
下
で
閉
め
ら
れ
た
制
皮
で
あ
る
o

a

方
、
現
在
の
自
治
制
度
が
、
同
議
民

主
主
義
を
一
山
川
則
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
ご
示
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
町
民
と
町
長
と
の
思
い
が
か
け
離
れ

て
い
る
」
と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
利
払

も
認
め
る
が
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

間
々
な
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
前

接
に
住
民
投
票
に
は
結
び
つ
か
な
い
と

考
え
て
い
る
。
議
員
さ
ん
も
、
住
民
の

代
表
の
つ
よ
い
は
と
し
て
議
会
に
出
て
お
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
議
会

活
動
の
中
で
、
議
会
制
民
主
、
巨
誌
の
限

仰
を
感
じ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

で
き
る
限
り
の
広
報
活
動
や
、
直
接
・

聞
い
お
に
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
な
が
ら
、

主
張
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

住
民
投
票
は
、
認
め
ら
れ
た
法
律
の

も
と
で
社
民
な
り
議
会
な
り
で
で
き
る

制
度
で
あ
り
、
私
が
や
る
と
か
や
ら
な

い
と
か
と
円
、
つ
問
題
で
は
な
い
と
川
ん
っ

て
い
る
。
こ
の
議
論
を
議
会
な
り
に
活

発
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ぽ
、
背
さ
ん
の

期
待
に
沿
う
よ
う
な
措
置
が
と
れ
る
の

と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
住
民
投

票
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

決
し
て
現
状
が
完
全
で
あ
る
と
は
言
わ

な
い
が
、
現
制
度
の
中
で
民
玄
を
と
り

な
が
ら
、
作
民
の
負
託
に
応
え
る
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

{J J 
私たちの肱JlI(白滝)

人Jfk二
アJ jl! 

口[戸----J

聖書
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一
ほ
く
の
ク
ラ
ス
で
は
、
い
じ
め
は
と
て
も
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

一
な
い
け
れ
ど
、
あ
だ
名
を
言
う
こ
と
の
一
段
、
じ
っ
く
り
と

C
さ
ん
の
気
持
ち

一
が
時
々
あ
り
ま
L
た
J

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
ぼ
く
の
む
前
に
、

一

A
U引が
B
君
の
こ
と
を
あ
だ
名
で
「
ど
ん
な
困
難
に
も
涼
し
い
顔
を
し
て

一
呼
ん
で
い
た
と
き
、
ぼ
く
た
ち
も
お
切
り
ぬ
け
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
勺

一
も
し
ろ
が
っ
て
一
言
っ
て
い
ま
し
た
。
℃
ほ
し
い
。
」
と
い
う
順
い
が
こ
め
ら

一
一
一
日
わ
れ
た
ら
と
ん
な
気
持
ち
が
す
る
れ
て
い
る
よ
う
に
、

C
さ
ん
の
名
前
に

一
だ
ろ
う
か
な
ん
て
ぢ
え
て
い
ま
せ
ん
も
、
大
切
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

一
で
し
た
。
で
も
、
ほ
か
の
み
ん
去
が
、
こ
と
で
し
ょ
う
の
そ
の
名
前
を
、
ぼ
く

一
「
そ
ん
な
二
と
一
百
っ
て
や
る
な
や
。
」
た
ち
は
、
変
な
あ
だ
名
で
呼
ん
で
し
ま
っ

一
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

一
で
、

B
Eに
刻
す
る
あ
だ
名
は
な
く

一
な
り
ま
し
た
。

一
ぼ
く
は
、
ク
ラ
ブ
の
時
間
に
も
上

一
級
生
の

C
さ
ん
の
こ
と
を
あ
だ
名
で

一
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
と
な
り
の
ク
ラ

一
ス
の

D
君
が
言
い
始
め
た
あ
だ
名
で

一
し
た

J
D
君
に
つ
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
ぼ
く
も
み
ん
な
も
一
七
日
っ
て
い
た
の
は
、

一

D
君
勺
)
と
を
注
意
す
れ
ば
、
白
叶

一
が
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

一

U
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

一
こ
と
を
知
っ
た
た
ん
任
の
先
庁
ポ
、

一
ほ
く
た
ち
に
、

一
「
C
さ
ん
が
、
ク
ラ
ブ
の
時
刷
に

O

一

O
と
言
わ
れ
て
?
り
そ
う
よ
。
」

一
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
ば
く
は
、
は
つ

一
と
し
ま
し
た
。

C
さ
ん
が
、
そ
ん
な

に
い
や
な
思
い
を
し
て
い
る
竺
は
考

一
え
も
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
「

C
さ

一
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
自
分
が

}
|
「

1

1

」

机
一
川
一

段

生

与

が
一
年
空

中
り
一
F
h
u

計一

前
一
学
邦

政
一
れ
度
一

利
-
一
/
空

け
H
H
H

円
一

4

・・一

L
品川
t

一

f
t

一

「
1
1
1

一

一

て
い
ま
し
た
。
明
る
く
元
気
な

C
さ
ん

だ
け
ど
、
、
心

ω中
で
は
泣
い
て
い
た
ん

だ
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な

と
忠
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の
円
の

放
訳
絞
あ
や
ま
り
に
行
き
ま
し
た
f

t
C
さ
ん
、

(
)
Oと
一
一
一
口
っ
て
し
ま
っ
て

ご
め
ん
な
さ
い
。
」

す
る
と
、

C
さ
ん
法
、
笑
顔
で
、
す
ぐ

に
ゆ
る
し
て
く
れ
ま
し
た
の
そ
の
し
ゅ

ん
問
、
重
い
も
の
が
な
く
な
っ
て
心
が

嵯
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

今
ま
で
つ
ら
か
っ
た

ω
に
す
ぐ
に
一

ゆ
る
し
て
く
れ
た
じ
さ
ん
は
、
本
一

当
に
や
さ
し
い
な
あ
と
、
心
が
す
っ
一

き
り
し
て
い
く
よ
う
な
感
じ
も
し
一

ま
し
た
〉
そ
の
と
き
、
こ
れ
か
ら
"

は
、
も
っ
と
も
っ
と
恩
い
や
り
を
一

大
切
に
し
よ
う
、
相
手
の
気
持
ち
一

を
考
え
て
勇
気
を
も
っ
て
注
意
し
一

ょ

う

と

心

に

決

め

ま

し

た

。

一

ぼ
く
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て
い
一

る
中
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
気
づ
一

か
ず
に
だ
れ
か
を
き
ず
つ
け
て
い
一

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
一

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
や
さ
し
固

く
手
を
さ
し
の
べ
で
い
る
人
も
い
一

る
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
た
ち
は
、
終
回

わ
り
の
会
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
一

紹
介
し
ん
リ
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
c

一

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
相
手
を
恩
一

い
や
る
心
を
大
切
に
し
て
、
友
情
一

の
輪
を
山
崎
リ
、
ク
ラ
ス
か
ら
学
佼
一

へ
、
学
校
か
ら
社
会
へ
と
大
き
な
一

輪
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
一

ま

す

。

一

L
j

万

一

戸

む
旬
、
(
「
ー
、
一
園

機

町

一

い

可

一

n
H
q

，

m
 

グ

山

比

¥

帽

E校静争遺言知事せし撃す
~生意る力の育成を目指して~

l<.:iJ"中学校では、「し9:Jとり」の中で「生きる力」の育成を U指し
て、平成121r山 4月から「総合的な学習の時間」を設けています。
これは、白ら課題を見つけ、その解決を 11指して試行錯課してい

く過程をた切にした学習で九この力、二そか、現在の献しく変化し

てしぺ社会lこ対応し、生き抜いていく力に通じるものと考えてし、ま

[3学期の内容としτ1
ゆ 自分でテーマを設定し、完際に調べる活重力

3学期より、自分で子ーマを設定し、ぞれを調べたり、

たりする活動が始まります。

そのため、学校から外に出て、調査したり、体験したりす

る生徒も出てきます。その陣、研究の協力や補助を学校から

f衣頼することもあろうかと思いますが、皆さんのご協力をよ
ろしぐお願L、します。

なお、その時間は、

ます。

まとゲコ

通常月曜日の午後からを設定しており

[ 1学期.2学問までのl人」容1

4砂 課題の見つけブ1を乍ぶ活動例

(~，長 j只横断ウルトラ・ク f ス

→郷土に Ui:向けさせる

。自の不日i十!な人の生活をτ与えゐ

→福干11に日を向けさせる

ulll:界の料理

→自国の文化、間界の文化に自

を向けさせる

01花と人生』ホu建さん講演

一歩人としての中主方に日を向け

ぶせる

φ 調べ方を学ぶ活動例

。ワープロの使い方

。デシタ Jレ カメラの使いブJ

O学校!叉I~館の利用法

わインタ←ネットの利用じJ，等
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蓄量電島需善場

し
平成12年分の所得税の確定申告は、 2月16日から 3月15日までですが、期限間近になりますと税務署は大変出雑

し、長時間お待ちいただくようなことになりかねませんυ 確定申告は、できるだけ早めに済ませてください。

確
定
曲
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

V
商
業
、
て
業
、
医
業
、
農
業
、
漁
業

な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
V
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
V

土
地
ヤ
浬
物
を
光
り
た
人

そ
の
他
、
一
平
氏
十
二
年
中
に
各
種
の

所
得
令
組
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
~
交
控
除
・
そ
の
他
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
咋
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
く
だ
き
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
託
一
の

所
得
悦
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
枯
算

さ
れ
お
の
で
、
普
通
の
場
合
は
昨
元
巾

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
給
与
の
宇
収
が
二
千
万
円
を
岨
え
る

人
V
一
一
か
所
川
よ
か
ら
給
与
を
も
ら
勺

て
い
る
人
V
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
超
え
る
人

上
手
な
納
税
相
談

納
拍
相
談
期
間
中
、
税
務
署
は
大
変

品
雑
し
ま
す
。
白
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
仙
の
相
談
者
の
た
め

ド
ド
も
正
し
い
中
山
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
を
す
る
に

は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

V
申
告
書
を
確
認
し
て
、
年
所
・
氏
名
・

扶
養
控
除
欄
な
ど
記
入
で
き
る
と
こ
ろ

は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

V

収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
・
領
収
書
な
ど

か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
の

分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

V
関
係
書
類
は
持
参
し
ま
し
ょ

、っ。

税
務
職
員
も
税
金
を
納

め
て
い
る
納
税
者
で
す
。

同
じ
納
閥
抗
臼
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
-
告
に
必
要
悲
書
類

V
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
中
行
苦
ん

γ印
鑑
(
認
印
)

V
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
V
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
椴
収
票
」
マ
医
療
摂
除
を
受
け

る
人
は
、
「
受
払
っ
た
正
一
株
費
の
領
収

ku一
保
険
な
ど
で
補
で
ん
主
れ
た
へ
孟
額

の
明
細
書
」
す
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
保
険
、
同
民
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
細
者
」

V
生
命
保
険

朴
件
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
存
」
マ
佳
宅

取
日
守
特
別
控
除
を
乏
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
「
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
併
人
金
の
年
末
残
高
山
手
証
明
書
」
な

と
す
雑
頃
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
被

汗
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
一
礼
川
卓
百
L

な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
可
申
昔
書
の
揮
出

確
定
申
告
書
は

ご
自
分
で
記
載
し
て

郵
送
に
よ
る
提
出
を

大
刈
拍
務
者
の
窓
口
に
は
、
分
か
り

寸
い
「
申
告
書
の
書
よ
け
一
カ
」
や
「
説

明
書
」
を
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
参
考
に
、
で
き
る
だ
け
ご
自

分
で
記
載
し
て
、
郵
送
で
旧
日
出
し
て
く

だ
さ
い
ま
た
、
土
曜

H
-
U限
H
は

休
人
マ
す
の
で
、
休
日
の
巾
山
害
等
の

提
出
に
は
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
告
書
用
紙
や
分
か
り
ゃ
寸

い
巾
K
I
4
日
の
書
き
方
仕
J

は
、
役
場
税
務

訴
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

則
く
だ
さ
い
。

-8  

定
率
減
税
の

適
用
を
お
宮

な
ぐ

平
成
十
一
一
年
分
の
所
得
税

に
つ
い
て
も
、
定
率
減
税

が
適
用
さ
れ
ま
す

今
回
の
定
率
減
税
は
、
つ
ぎ
の
金
額

が
納
付
す
べ
き
所
得
悦
制
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

。
所
得
税
額
の
一

O
%相
当
額
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
金
額
が
二
十
一
九
万
円

手
一
起
え
る
場
合
に
は
、
二

1
4
万
円
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
確
定
巾
色
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
年
末
調
整

で
定
ネ
減
税
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
、
税

金
が
精
算
さ
れ
て
い



大
変
便
利
な

振
替
納
税
の
利
用
と

ふλ

還
付
金
の
受
、
取
は

預
貯
金
口
座
掘
込
で

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
合
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
こ
の
制
慢
を
新
た
に
利
用
す
る
劫

台
に
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
又
は
、

所
幹
の
税
務
署
に
「
預
貯
金
日
出
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
確
実
な
預
貯
金
口
座

脹
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
ぐ
は
、
大
洲
税
務
署
(
告
ニ
四
l

三
一
一
亙
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

骨平
成
十
-
二
年
度
町
・
県
民
杭
の
中
止
口

は
、
一
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

沖
告
し
て
く
だ
さ
い
一
}

申
告
を
し
悲
け
れ
、
は

な
ら
な
い
人

平
成
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、
長
浜

町
に
住
民
A
f
N
制
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
町
・
山
県
民
税
の
巾
行

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
じ
て
い
る
人

V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家
賃
、

地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
V
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
さ
れ
な

い
人
V
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、
営
業

や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
ノ
打
っ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内

職
等
で
平
成
十
三
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
人申

告
に
必
要
な
書
類

マ
町
・
県
民
税
の
申
告
地
い
(
役
場
税
務

課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

V
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
の
場
台
は
、

源
泉
徴
収
票

ま
で
で
す

not瞬時の較が匂で{1..::. 
f竺も 晶、

c:::::::>紗九学〈ご::>~
"" --

串
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

町
・
県
民
税
の
巾
告
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
宇
」
と
が
あ
り
ま
す
c

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
市
行
を
さ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
山
中
止
什
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
、
町
岡
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課

(
宮
五
一
一
l

一
一
一
一
・
幅
二

O
囲
ご

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

司
こ
と
や
一
電
気
毛
布
、
カ
イ
ロ
な
一
安
に
な
る
な
ど
症
状
は
深
叫
で
す
。
一

一
ど
が
あ
り
が
と
い
久
夫
ど
で
も
、
暖
房
低
漏
や
け
ど
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず
陶

一
器
具
の
使
い
去
に
よ
っ
て
は
「
低
温
そ
れ
ぞ
れ
の
暖
房
只
の
注
意
表
示
を
一

一
や
け
ど
」
に
な
っ
て
し
ま
、
つ
)
と
も
よ
く
円
ん
て
使
用
方
法
な
ど
を
守
り
、
一

一
あ
り
、
要
注
意
で
す
。
さ
ら
に
使
用
中
は
圧
迫
し
な
い
よ
う
一

-
触
っ
て
い
る
と
暖
か
く
気
持
ち
の
に
し
た
り
、
こ
ま
め
に
体
の
姿
勢
を
4

一
よ
い
六
O
定
く
ら
い
の
温
度
で
も
、
従
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ι

一

一
一
分
間
、
皮
膚
に
圧
迫
し
て
使
い
続
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
長
時
間
体
の
一

一
け
る
と
や
け
ど
を
し
ま
す
σ

こ
れ
が
一
か
所

μ
固
定
せ
ず
、
昨
眠
中
は
使
一

一
「
低
温
や
け
ど
」
で
す
r

接
触
時
間
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

冨
置
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
低
い
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ
ん
か
、
電
気
毛
一

開
閉
園
温
度
で
も
や
け
ど
に
な
布
な
ど
は
、
な
る
べ
く
低
温
で
一

帽
瞬
圃
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
?
い
使
用
す
る
か
、
体
か
ら
離
し
て
一

輯

副

国

民

生

活

七

J

タ
!
?
出
使
、
っ
さ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

園
町
闘
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
に
れ
に
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
来
二

頭
調
よ
る
と
、
低
温
や
け
ど
汁
改
た
と
き
に
暖
か
い
と
感
じ
る
よ
一

園
田
聾
置
圃

L
Z
i

、

-

圃
歯
を
最
も
引
き
起
こ
し
て
竹
郎
、
つ
で
は
温
度
が
し
両
す
ぎ
ま
す
。

--m国趨
圃

圃

圃

匡

回

胃

“

長

引

i

副

醐
門
物
画
い
る
一
版
一
冊
山
骨
子
(
は
、
使

U
の
座
る
と
徐
々
に
暖
か
く
な
る
程
一

曹
晶
い
捨
て
カ
イ
ロ
。
以
下
、
担
具
度
室
温
だ
と
覚
え
て
お
き
ま
一

闇

劃

・

一

房

組

関

撞

渇

心

ん

ぽ

、

子

午

、

暖

し

よ

う

。

一

闘
士
=
こ
た
つ
、
電
気
カ
1
ベ

ッ

低

温

や

け

ど

に

な

っ

て

1
い
ま
っ
一

顧
盟
ト
、
電
気
毛
布
な
ど
が
続
き
た
ら
、
水
で
冷
や
し
て
も
効
果
は
あ
一

一
ま
す
o

高
齢

U
や
休
の
否
自
由
な
人
、
り
ま
せ
ん
o

見
た
目
よ
り
章
一
傷
の
場
一

一
病
気
や
け
が
を
し
た
人
に
起
き
や
す
合
が
な
ず
い
の
で
、
早
め
に
医
却
の
診
一

一
く
、
酔
一
っ
て
眠
り
込
ん
で
や
け
ど
を
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
負
っ
た
と
い
う
例
も
c

一

一

誌

や

け

と

は

皮

膚

の

表

面

で

ヘ

ペ

ιr断山
一

一
法
わ
ず
か
な
や
け
ど
に
見
え
て
も
、
一
小
i

i

…
」
一
心
、
#
リ
J

H

-

1

1

1

i

山川、問、、
a

・、，
.
r
「

幽

一

内

部

が

完

(

体

の

組

識

の

一

部

が

気

試

市

砂

羽

一

d
q
'

川

v-
一
-
・
叫
「
叫
Y

開

一
死
ぬ
こ
と
一
し
て
し
ま
、
勺
こ
と
も
あ

f
U内
比
ル
な
:
一
u

…

一

一

り

ま

す

。

ひ

ど

い

場

合

は

手

術

が

必

や

け

ど

め

一
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wliJc信長時扇舟q)講
この講習辻、すべての住民の皆さんが ITで
('Iu報通信技1h)Jに I~分対応できるよう、基礎技

能を習得いただ、くために開催すゐ請727です。

1 今回のこの講習では
0パソコンの基本操作
0文書の作成
0インターネットの利用
。電子メールの利用

など、基本的な技能を12時間の古川

二日で官得していただきます。

2 受講できる方は
0 愛妓県内に住んでいる20歳以
上の方であれば、だれひも'乏講で

きま j。

3 受講申し込みは
愛媛県から ~JíIhJ -)Jf込で、配布さ

れた 11T講 Y>]!受講募集チラシ

付属のハコゲキでお申し込みく/三さい。

なお、受講募集チラシは、役場窓口、教育委員会、

ふれあい会館、各公民館Lこも用意しております ρ

4 開{量主暴戸斤と回目寺{ま
今年度は、長浜1I日一体育館(中央公J佐官)と大

キfI公民館で行いますり日 IJ守二は、 3月19日(月)か

ら 3月24悶(土)の午後 7時から午後 9時までで

す。(原則として全時間受藷をお))}心、します c 子

むを得ず /í:r~そ議で、きない場介は、教育委員会ま

でご連絡くださいコ)

なお、募集人員は、各会場20名となっておりま

すので、先着順で定員になり次第

締め切らせていた門きます。

5 受講に必要な費用は
。 テキストのコピー代としご、

お A人500Pl¥，、ただきます。(3月

19日に弁会場で集めます。)

6 今後の予定は
o 13年度も、同様の講習会を予
シ主しておりま守 ν 言千しくは、 3片

けの広報紙に13年E第 1期(;) n 
6 月)講~ìJ'~f予定を掲載しますの

で、ご覧くださいc

なお、詳し〈は長浜町教育委員会(長浜町大字

長浜申489-1: B52~ 1111 . f有02161: Fax59~3065) 

までご連絡ぐださい。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四一一一一一一一一一一「

i町議事槌九理事型事制ト十ー の」ぞ~I
i 官官官~哩 戸明お気軽こ司、 l

! 障問富市習をお繕Zちしていき安す 1につ応募 1! 1 臨晶幽臨蝿益還_--園地ZP''''''''' .._~ -~~ G'JII' ・人 くださいね /1 
i 広報ながはまでは、皆さんからの投稿記事べザ真を広く穿集し、 ¥ -~ ~ ':'CX!/ ! 

i はなさんカらのお便りコーナー(仮称)J とにご紹介したいと IG'，¥;' ~ T n ~"'-ノ | 
募集内容や応募の決まりなどは、次のとおりです。どしどしご応募ください。 I
| 【募集内容例]0地域の話題・できごとO珍しい物や自然現象、風景、ある瞬間等の写真(掲載はモノ i
z ク口 )0自作のイラスト・マンガO自慢のベットO町政への提討や日頃思~)ていること・・・等、特にジャ 1

1ン叩い空ぜん l 
E応募の決まりJl原稿量は特に定めませんが、紙r([fの都合により!析[)，何く加除訂正させていただく場
i合がありま寸 O写真がないとわカりにくい場台は 内容により刊を添付してくだ3い O写真肌ii心場制説印刷川添えてく日 υ

【応募方法】住所・氏名・連絡先を明記の「二一.0写真は、プリントしたものを説明文と一緒に郵送、ま l

!売は持参くガきし'0原稿のみの方l士、郵送 持参のほか、長浜町ホームページの投稿欄への投稿もそ i
-け付けますぐ ~.l~ 蜘趨醐眠趨艦砲描 Ii-し住所氏名町のないもの及び政治宗教営ー?でJ宵 l
びに個人・団体等の中傷と忠われるもののほか、掲載に不適切と思われる 飴刑判 ソ W 腿ぷさ謹一
lものは採用いたしません。 町二薪将 位以 襲 ii E締め切り〕川求に締め切り遅々月の広報ながはまに掲載予定け 間内 烹|
此応、募多数の士坊込台は7亨T戸存干工:務局にて料柏L;選主ざさゐせていただきま J 露空椅 宍討紋均照院盛験誌 :川 i
l E応募先お問い合わせ】〒山
.浜町役場総諦謀情報管理イ係系吋i金主稿コ一ナ一'J (宮5臼2~1竹11日1置清骨1)2幻17河o.木一ム 鍔 '; Ii 睡 l 

| ベ一シげアドレスht凶川社巾叫t町t叩恥p:T¥ハtw、v帆w州、v
闘.

L.ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←一ー一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
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可~:::訟:部鶴自蹴鞠3・1 ・3詰P問問羽詰対話F誕時現:戸市目:.・:=:::::千平洋f繍慰謝礼帯主・:=:::::::=:巳p・::::詰詰王・'::;，悲鳴聡:融制'十耳目:目l

i~~~~ ご存じですか?

え 家電リサイクル法
家電リサイクル法とは、家庭で不要になった家庭電気製品をゴミとし

て処分しないで、その部品や使用材料を再資源化するために作られた

法律です。

これにより、ぷ庭電気製品のうち、冷蔵庫・洗濯機四テレビ・エアコ

ンの 4瞳類1J'指定されました。今年の 4月からは、指定された電気製

品について消費者がりサイクルに要する費用を直接負担し、メーカー

が再資源化を行うことになります。

このため、町民の叶さんはこれじ)4品目の廃家電の処理費用と運賃

(家庭→小売庖》指定引取;場所》家電 1)--lj-イクル_L場)を全額負担し

なければならなくなります。

また、この法律では、小売庖の下取りと過1:0に自分が販売したl商品の

引き取りも同時に義務化されましたが、これk外の商品は小売府に引

き取り義務があり主せんから、町民の皆さん自身フドメ」カーの指定す

「指定引取場所J(長浜町の場介、指定引取場所はメ」カー毎に松

山 11'1か大洲市となります。)か「家百リサイクル二じ!坊!に運び費JIJを

支弘わなくてはなりませんけ

ただし長浜町では、千数料

(粗大ゴミ処理シール)を徴収し

この 4品目を料大ゴミとしてi収

集してきましたので、小売屈に

引き取り義157のない商品につい

てのみ、 iL律の施行後(4月以

降)も申 L込みがあれば皆さん

に代わり、メーカー毎の指定ヲ|久

JI¥(.士易月斤まで、J1副12します。

この場合の処理手数料は、

サイクルに要する貧用などが加

算されて増額されます。

手数料の額や支払方法なと詳

しぐは次回の広報「ながはまJ

でお知らせする予定です。

今れあい錨間匂
第8囲どろんこの詩展
(野村学園生作品展)

1) 

z;〉

6回目を迎えるこの作品展。今

同も、野村学|京|の「山1'1三が豊かな感

性と表現力で創作した、詩集や版

画詩、繭同扇などが多数民示され

ます。

ザさん、この機会にぜひご鑑'M:

くアごさしミ。

E期間] 2 月 6 日~ 1 8日(月曜

日休留置午前 9時~午後 5時)

【場所]ふれあい会館ギャラリー

柳欄意思躍磁翠聴器棚鞭繍醸磁溜齢

!! 4 月(一部 1 月)~
m理用保険制震が
議 変わります

主な改正点
了、離職理由による給付一日数の改 11"0

般の離職者 90υ~0180 U 

例目・解雇等によふ離職者

~330 l::f 

。パート J万働者、登録韮IJ派遣労働

者の適)日基準の緩和

年J!Y.90万円以|一要件の撤廃

C肝用保険料半の引き上げ

l反則11.5/1000→ iふδ/1000

( 1月からの改正点)

0育児・介護休業給付の之給水の

ヲ|き上げ

90日

!新刊情報です~長浜町立図書館~ i 
書名 著者

i C夫婦が読む本 錆木健二

Oe，¥互いと家族 染谷仮子

i oアグネスの子育ては ITWOWAYJ 
アグネス・チャン

I)ljてきてま寸・ 15):;'( 井!実111紀

目。心の天気I2(J 五本寛之

~)子供が育つ 1釦去の言葉

; ドロシー・ローノルト

l レイチヤル・ハリス ; 

リ
13λ
仰
L
札

25%ー-40'}¥，
/、教育訓練給付の支給上限額の引

き上げ

2 0 万円+3 0万円

なお、詳しくは愛媛労働局職業

安定課(宮089-943-5221)または、

ハローワーク大洲 (B24-3191) 

までお問い合わせ〈ださL、。

私
-11-



へすもでい
医療費が高額になったときに自己負担する上限が変わりました!

の畠己負担隈度額の改正官
一
向

高額療養費とは、閉じ月内に、同ーの医療機関に支払った医癒費の自己負担分が限度額を超えた場合、

その限度額を超えた分について、申請により後から払い戻しを受ける制度です。過去 12か月以内に高額

療養費の支給を受けた回数が 1~3 回目のときと、 4回目以降では自己負担限度額が異なります。

高額藤蓄量費の昌己負盟隈度額{ま次のとおりでした今まで、。
住民税非課税世帯一般世帯

3回固まで35司 400円
4回目まで24，600円

3@]巴まで63，600円
4囲固まで37司 200円

。平成13年1月1由からは次のようになりました!
住民税非課税世帯一般世帯上位所得世帯(新設)

3回目まで35，400円
4回目以降は24，600円
今までと変わりません!

3回目まで63，600円
医療費が318，000円を超えた
ときは、超えた分の1%を加
えます。

4回目以降は37，200円

3回目まで121，800円
医療費カず609，000円を超えた
ときは、超えた分の1%を加
えます。
4回目以降は70，800円

①自己負手旦額の上隈に上位所得世帯(※)の区分が新設されました。

②匪覆を多〈受けた人にはその分に応じた加算がされるようになり

ました。

※上位所得世帯とは、園保税算定の基礎とえEる課税標準額(基準所

得金額)が670万円を超える世帯です。

盤調

窃安定し短E盟イ果的運営と塵壊の提棋の定めに
み設さんのこ協力をお願いします。

老
人
塵
療
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

~12 

病
院
へ
保
険
証
提
示

の
お
願
い

あ
な
た
が
所
持
さ
れ
て
い
る
保
険
証

は
、
あ
な
た
の
医
療
費
を
ど
こ
の
保
険

者
が
支
払
う
の
か
を
病
院
に
証
明
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
(
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
長
浜
町
、
社
会
保
険
加
入
者

は
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
)

も
し
そ
の
保
険
証
が
何
ら
か
の
理
由

で
変
更
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

届
出
を
し
な
い
で
通
院
等
を
し
た
場
合

に
は
、
間
違
っ
た
請
求
が
な
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
に
は
、
こ
う
い
っ
た

老
人
医
療
受
給
者
の
保
険
証
変
更
の
提

示
が
な
い
た
め
に
、
病
院
か
ら
町
へ
の

請
求
間
違
い
件
数
が
二
百
五
十
八
件
も

あ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
が
加
入
し
て
い
る
保
険
証
に

変
更
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
役
場
国
保
係

へ
届
出
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
が
通
院

さ
れ
て
い
る
病
院
へ
も
必
ず
保
険
証
が

変
わ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
保
険
証
を
病
院
に
提
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
然
に
誤
り
を
防

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。



輔君鰐鴎償問曹関問問橋間勤理
平成13年 1月 1日から老人保健法の一部改正により、今まで支払っていた老人保健医療受給者の一部負

担金額等が下表のように変わりました。

病院にかかられるときは医療費の支払額にご注意ください。

改正点

タト来の

一部負担金

改正前(平成12年12月31日まで)

1日につき530円負担
1か月 4固まで (5回目以降無料)

改正後(平成13年 1月 lrlから)

女病院一一・・・・・かかった費用の 1割を負担

ただし、

ベッド数200床未満の中・小病院は

1か月上限3，000円

ベッド数200床以上の大病院は

1か月上限5，000円

女診療所......1日につき定額800円(1か月 4

回まで、 5同日以降無料)

または費用の 1割負担(1か月上

限3，000円)のいずれかを診療所

ヵτi芸事ミ。

女院外処方を行う医療機関

-・かかった費用の 1割を負担
犬二犬fし、

ICfJ・小病院 (200床未満)及び診療所では、

17か月上限1，500円+薬局に 1か月上限1，500lT1

大病院 (200床k上)では、

1か月上限2，500円十薬局に 1か月上限2，500円

外来の薬剤|平成11年 7月 1日より特例措置で受給者に|廃 止
一部負担金 l代わって国が負担

入院時

一部負担金

高額医療費

支給制度

入院時

食事療養費

( 1日)

訪問看護

1か月につき1，200円負担

大住民税非課税世帯

..1か月上限35，400円

かかった費用の 1割を負担
ただし、

女一般・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1か月上限37，200円
安住民税非課税世帯 .........1か月上限24，600円

女住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者|食住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者

..1日につき500円負担 | ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・ 1か月上限15，000円

告別支なし

安一般 .......................................760円
女住民税非課税世帯 .....................650円

安住民税非課税世帯で過去1年内に入院日
数が90日を超える入院 ...............500円

女住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者

..300円

1日につき250円負日

入院等で同じ世帯内で同じ月内に30，000円以ーと
(住民税非課税世帯は21，000円以上)医療費を
支払った受給者が複数し、る場合、それらを合わ

せて37，200円(住民税非課税|吐帯は24，600I"J) 
を超えたとき、その超えた金植が支給されます。

食 肉交 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・ e・・780円
住民税非課税!吐帯の金額、及び内容は改正前

と同じ

かかった費用の 1割を負担(1か月上限3，000
円)施設によっては 1日につき 600円(1か月
5固まで、 6回目以降無料)の場合もあります。

住民税非課税世帯に適用する医療費の減額認定、あるいは高額医療費支給制度に該当する場合の申請等

については、医療保険証、印鑑、領収書等、申請に必要なものがあります。

詳しくは、役場保健介護課国保係 宮 52-1111(内線34)、(有)2071までお問い合わせください。
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且品昌平己命題時国際語弱電曹

お忘れなく的届出ガ必要で曹

サラリーマンの奥さん

と豊富民年
ーラ

、-
0第3号被保険者になります
①結締して夫の扶養(被扶養配偶者)になったとき

@勤めをやめたり収入が減 ι 〉て夫のH、養になったとき

夫が転職して別の会社員とるご〆〉てたの扶養になったとき

第 3号被保険者の保険料(土、配偶者の加入している被用者年金

制度全体から国民年金制度に対して拠出金として負担されるので、

個別に納める必安はありません。

また、第 3り被保険者の届出を遅れて行った場合減、第 3号被

保険者期間のうち、j1'[近の 2年間までの期間は遡ノえして国民年金

の保険料納付済期間に算入されますが、それ以前の期間は算入さ

れません。

。第1号被保験者iこな哲ま
① 11又入が増えて夫の扶養でなくなっ犬二とき

弘夫が会社をやめて白営業者になったとき

③夫と夕日リしたり、離婚したとき(厚生年金・共済制介の加入者は除く)

大お勤めされて厚生年金 E 共溝組合に加入すれば、第 2号被保険者になりますQ 事業所等で届出されま

すので、個別に届出は必要ありません。

山

T
I
f
-
-【
[
r
E
L
f
-
-
[
1
1
t
I
f
i
f
-
-
I
I
」

一
一
指
麓
記
松
本
さ
ん
〈
秘
山
市
〉
一

日

出

滝

も

み

じ

ま

つ

り

撮

審

会

一

時
十
月
三
十
日
に
実
抗
さ
れ
た
「
白
滝
も
み
じ
ま
つ
り
揖
影
会
」
の
審
査
会
中

小
が
、
今
月
十
日
に
白
滝
公
民
館
で
行
わ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
百
七
十
三
点
(
瓦
十
干

一
一
人
)
の
中
か
ら
、
次
の
一
玉
一
一
点
が
入
賞
し
ま
し
た
o

(

敬

称

略

)

一

一

門

推

薦

〕

年

一

∞

晩

秋

の

白

滝

(

末

光

則

夫

三

一
ほ
ほ
え
み
何
小
で
(
松
本
隆
平
松
山
市
)
山
市
)
秋
の
彩
(
曽
我
部
茂
松
山
市
一
ム

七

〔

特

選

〕

L
来
た
る
(
島
川
武
・
松
山
市
)
る
り
姫
さ
匹

」
一
晩
秋
の
頃
(
杉
森
斉
・
上
石
川
町
一
一
ま
(
大
久
保
J

車
一
義
・
八
幡
浜
市
一
二
国
を
望
み
一
一
品

士

秋

色

の

女

(

野

本

亭

・

松

山

市

)

て

(

山

内

達

信

-

今

治

市
J

一
水
ヰ
日
を
聞
き
な
子

日

【

入

選

〕

が

ら

(

井

の

円

か

よ

F

ナ
松
山
市
)
憧
れ
の
司

4

微
笑
(
黒
川
勝
一
昨
・
西
条
市
)
笑
顔
(
近
藤

S
L
(
丸
川
吉
川
P
J
-

叫
州
市
町
)
小
春
日
和
干

ι
茂

夫

・

新

居

浜

市

)

ひ

と

み

(

好

崎

光

象

・

(

景

浦

受

朝

・

砥

部

町

」

匹

当

上

老

松

)

〈

れ

な

い

も

ゆ

る

(

高

橋

口

日

興

・

一

げ

と

伊

予

市

)

党

溢

れ

て

(

丹

生

谷

充

正

松

山

日

一

一

市

)

秋

色

鮮

川

町

(

忽

那

博

史

・

松

平

“

円
山
市
)
秋
容
(
出
本
秀
雄
西
海

L
L

町
)
ほ
は
え
み
(
谷
脇
信
男
・
山

山
知
県
)
秋
色
の
中
で
(
柚
ノ
木
秀

苧
男
松
山
市
)
あ
こ
が
れ
(
浅
野

川
義
昌
・
松
山
市
)

半
〔
佳
作
】

』
秋
色
(
曲
一
旦
一
主
通
博
-
-
一
j

和
島
市
)

斗
白
滝
色
の
槙
(
上
甲
金
弘
・
八
幡

F
I
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
z
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え
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の
中
で



(平成13年成人式〉

新成入者l〆司、、.... 

1月7日、中央公民館で平成13 

町内の新成人者11 2人(男子54

めでたく成人式を迎えました。

なお、新成人者の氏名は次のとお

長
浜
地
区
(
位
入
)

川
上
洋
平
、
首
藤
和
恵
、
山
崎
北
郎

田
中
実
、
大
井
昭
司
、
井
上
さ
ゆ
り

新
聞
ま
ど
か
、
水
本
幸
博
、
利
出
出
円
、
一
六

竹
内
信
子
、
藤
淵
奈
月
、
松
石
良
子

二
宮
善
信
、
鶴
崎
智
大
、
玉
井
伝
紀

藤
湖
由
紀
、
高
津
宣
子
、
西
崎
拓

七
日
ょ
う
子
、
玉
升
達
也
、
城
元
英
治

矢
野
慶
-
沖
浦
地
区
(
何
人
)

明
智
裕
也
、
菊
池
剛
久
、
福
富
誠

明
智
和
愛
、
稲
田
早
苗
、
沖
江
麻
衣

戎
理
、
足
利
真
紀
、
二
宮
山
存
甲

大
石
明
、
山
田
直
哉
、
村
田
満

宮
脇
舞
、
袖
野
雅
夫
、
高
代
ト
ん

菊
地
望
、
馬
場
あ
ゆ
み

今
坊
地
町
出
(
n
u
人
)

H

牒
凶
伴
、
岸
井
幸
太
、
一
除
全
真
織

子どもたちから花束力f贈られました

意
見
発
表
を
行
う
菖
代
太
さ
ん

西
山
雅
美
、
亀
井
皇
志
、
松
浦
千
佳
子

上
田
太
、
登
尾
三
穂
、
松
岡
卒
男

櫛
生
地
震
(
刊
人
)

村
上
直
美
、
賓
生
明
子
、
山
本
拓
也

桑
田
斗
辛
子
、
山
本
あ
か
ね
、
清
水
く
み
こ

城
戸
忍
、
い
川
儲
瑠
里
、
井
上
真
琴

山
岸
同
爪
一
一
死
一
見
、
大
域
さ
お
り

出
海
地
区
(
叩
人
)

上
村
川
、
牒
井
友
希
、
坪
田
三
代
子

山
口
正
恵
、
安
藤
誠
ム
問
、
石
山
大

垣
内
純
子
、
河
中
健
志
、
後
藤
奈
々
恵

村
本
健大
和
地
区
(
句
人
)

中
上
理
恵
、
山
本
治
、
旧
測
さ
よ

意
見
発
表
を
行
う
山
口
正
恵
さ
ん

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

尾
上
絹
代
さ
ん

村
上
位
以
史
、
洋
出
暁
子
、
山
本
仁

山
措
慶
多
、
下
村
宏
樹
、
矢
野
智
規

加
藤
川
刷
、
宇
都
宮
格
樹
、
菊
地
安
平

菊
地
治
一
一
、
亀
岡
和
恵
、
林
田
堅
太

西
内
々
ト
子
、
仲
井
恭
子
、
中
田
貴
久

豊
茂
地
区
(
9
、、、-'

植
本
友
紀
、
植
本
浩
幸
、
兼
自
枕
也

兼
高
典
明
、
小
西
浩
司
、
増
水
庄
主

藤
田
雅
彦
、
藤
間
牧
子
、
城
一
円
牝
豆

自
滝
地
庶
宍

3
人
)

内
水
和
恵
、
上
杉
志
巨
、
橋
本
奈
津
江

尾
上
絹
代
、
石
川
広
守
一
、
上
野
寿
行

世
ノ
上
鉾
子
、
大
西
直
樹

戒
川
地
区
(
3
人
)

宮
本
寛
基
、
中
野
秀
彦
、
矢
野
防
午

柴

地

区

(
5
、、---

高
橋
恵
美
、
中
嶋
大
策
、
山
卜
唯
恵

山
下
純
子
、
梅
園
美
香
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園
田
ん
も
が
火
の
用
時
!

ー
ち
び
っ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
ー

十
二
月
十
九
日
、
白
滝
地
区
で
ち
び
っ

子
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

pl花
保

育
所
闘
児
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
四
十

人
が
参
加
し
た
。

園
児
ら
は
、
そ
ろ
い
の
法
被
で
身
を

包
み
、
拍
子
木
を
鳴
ム
し
た
り
、
ま
と

い
や
小
相
手
一
振
っ
た
り
し
て
、
加
出
・

小
野
地
庁
れ
を
中
心
に
一
一
ん
気
よ
く
パ
レ
ー

ド
。
途
中
に
は
、
老
人
ホ
l
ム
1
山
阿

を
訪
問
し
、
園
児
自
作
の
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
な
ど
し
て
、
年
ぶ
年
始
の
火
の

初
一
回
周
の
行
方
は

ー
新
春
囲
碁
大
会

1

用
心
を
呼
ぴ
か
け
た
。

真剣な表情で盤に向かう参加者

一
月
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
恒
例

の
信
七
十
一
凶
新
春
囲
碁
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
の
回
碁
安
灯
者
一
一
十
川

人
が
参
加
し
て
静
か
な
る
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
c

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。(
以
称
略
)

A
級

【
優
勝
]
高
田
芹
二
一
郎
(
保
内
町
」

【
準
優
勝
】
石
川
仁
(
大
川
市
一
一

【
第
三
位
】
槙
尾
悼
r

本
(
松
山
市
)

B
扱

〔
優
勝
}
町
民
旧
教
一
不

〔
準
優
勝
〕
篠
崎
秀
矢

{
第
三
位
}
鎌
田
ぷ
市

出内沖
子
海町浦

各
地
で
七
草
が
ゆ
を
楽
し
む

パレードを行う園児たち

ー
親
子
で
町
草
に
親
し
む
会

1

一
月
六

υ豊
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
主
会
場
に
、
ま
た
、
一
月
七
日
柴
公

民
館
を
主
会
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
況
子
で

野
草
に
親
し
む
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域

の
家
族
連
れ
や
、
各
種
団
体
会
員
ら
が

多
数
日
参
加
し
た
。

七
草
を
採
集
し
向
比
一
に
親
し
み
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
融
和
、
健
康
増
進
の

意
識
の
川
卜
な
と
を

U
的
に
行
わ
れ
て

い
る
三
の
行
事
。
子
ど
ふ
た
ち
は
、
採

集
の
前
仁
今
一
度
七
草
の
効
活
な
ど
を

復
習
c

そ
れ
一
点
て
れ
空
き
袋
を

F
に
近
く

の
間
ん
ぼ
や
畑
を
巡
り
、
日
当
て
め
七

ヰ
キ
'
一
日
を
凝
ら
し
な
が
ら
集
め
て
い
た
。

円
分
で
持
ち
帰
つ
な
七
千
平
が
ゅ
の
味

は
ま
た
格
別
。
参
加
訂
ら
は
、
今
年
一

年
の
無
病
息
災
の
明
い
を
込
め
て
、
お

い
し
そ
う
に
七
草
が
ゆ
を
ほ
お
ば
っ
て

い
た
。[高

よE
ZZ 
ZE| 

ベ
頂
へ
届
く
川
子
踏
の
蜜
柑
狩
り

高

左

木

芳

熟
し
つ
つ
沈
む
太
陽
み
か
ん
巳

松
本
件
山
陽
子

部
尽
の
灯
を
み
な
つ
け
て
待
つ
帰
省
の

子

谷

本

一

帯

小
春
日
ヤ
夫
の
運
転
夢
ご
こ
ち

藤

岡

蓉

子

一
人
目
濃
き
梢
に
畿
日
木
(
寸
柿

字
削
宮
恵
美
子

ニ
杯
自
は
コ
ッ
プ
に
替
へ
て
お
で
ん
酒

松

岡

山

幸

まずは七草の復習を(豊茂地区)

とてもおいしく頂きました(柴地区)

退
院
の
向
友
の
笑
顔
冬
蓄
被

河

野

友

取
り
宍
す
梢
の
蜜
柑
よ
く
見
え
る

神

西

光

子

句
会
の
輪
少
し
縮
み
し
年
忘
れ

鎌

旧

政

子

ま
が
る
背
も
生
き
て
る
証
し
年
忘
れ

小

西

イ

セ

f

ホ
飯
に
お
は
ぎ
に
う
ど
ん
年
忘
れ

松

田

裕

子

年
忘
れ
本
青
を
川
し
て
高
笑
ひ

都

固

ま

さ

こ

落
ち
葉
焚
く
院
の
家
は
鼻
の
先

渡

辺

恭

一

ミ
レ
ニ
ア
ム
我
こ
こ
に
あ
り
年
忘
れ

米

岡

幸

市

賀
状
書
く
脳
細
胞
の
朽
ち
る
ま
で

菊

地

問

相
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H

お
正
月
か
ど
ま
っ
た
て
て
い
ら
っ
し
ヰ

い

-

年

水

本

周

佑

ま
っ
と
竹
か
ど
ま
っ
作
り
叫
し
い
な

一
年
西
本
北
口
一
広

お
一
仕
月
こ
ま
を
ま
わ
し
て
あ
そ
ほ
う
か

二

年

同

本

智

香

寒
す
ぎ
る
ふ
と
人
山
ら
れ
ず
朝
ね
ぼ
う

一

一

一

年

た

石

歩

水
た
ま
り
雪
に
つ
つ
ま
れ
き
む
そ
、
っ
と

三

年

菊

地

真

紀

寒
い
朝
ロ
ボ
ッ
ト
み
た
い
に
歩
い
た
よ

四

年

宇

部

一

日

清



お
正
月
い
と
こ
に
会
え
て
う
れ
し
い
な

五

年

菊

地

件

良

ね
む
い
な
あ
こ
た
つ
で
う
と
う
と
大
み

そ

か

五

年

山

尾

彩

華

一
宇
「
う
さ
き
ず
っ
と
と
け
ず
に
い
て
ほ
し

い

六

年

久

保

原

子

初
日
の
出
ま
つ
か
な
顔
で
お
め
で
と
う

六

年

山

岡

佑

輔

一

海

の

よ

う

に

広

い

心

を

持

ち

、

強

い

子

に

育

っ

て

く

れ

る
よ
う
願
三
に
わ
付
け
ま
し
た
。

一
応
気
で
俣
し
い
人
に
公
り
て
ほ
し
い
で
す
。

かし、と

二梓溝斗ちゃん(黒田)
愛馬馬子

毒事

長浜[¥"J校美術部

父

弐
L、

ん

l 母
11 

;千
: f¥; 
i 絵

C 

， ん ， 号己

) 平成12年2月15日生まれ

でドナ一夜録30万人を[Jj;'){に骨

惰バンクへめ訟録を呼びかけて

います。安椛県でも、骨髄パン

クマ安保窓口を開設し、 20歳か tc)

50歳までの健康なブヨのな録をお

臨し、していますり

[伝読の方法]腕からの約10cく

の探rirrで済みます。

【骨髄/，ンク盈録窓口]0八幡

浜中央保健所(1¥幡浜市北漠:

宮 0894-22-4111・開設日一毎週

火曜日)0愛媛県骨髄データセ

ンター(松山市高岡町・愛媛県

赤十字血液センター内冒官089-

973-0700・開設日...毎週月曜日回

7.l<s翠日)

なお、登錯する場合は、事前

に予約か必要です。

お静離を{寄っ t~\轟
は前、事

~骨髄/¥ンクに登録を~

毎年約6，CJClCJ人の方が白血病

などの血i?Jii'J¥[f;j丙にかかっていま

す。しかし、骨髄誌の提供(骨

髄移植)を成功させるとめには、

患者さんと骨髄提供者の白血球

の型を 4致させる必要があり、

多くの患者主んがJ丹日移植を受

けら才lなし、でし、ま寸ハ

白血球の型が試する確ホは、

見弟姉妹国jで 4人に 1人、それ

i、j、外では数口人から数)j人に 1

人と大変低いため、現在、~，-LtJ

=====一一一一一一一一=222-zz一一一一一一一一一四一一一一一一一一一一一一一一一

四
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
浜
お
客
様
セ
ン
タ
ー

廃
止
に
つ
い
て

こ
の
ほ
ど
四
国
電
力
で
は
、
平
成
十

二
年
二
月
か
ら
の
「
電
力
小
売
の
部
分

自
由
化
」
実
施
な
ど
献
し
コ
を
増
す
経

営
環
培
の
中
で
さ
ら
に
効
ペ
的
な
業
務

運
営
を
行
、
つ
た
め
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、

普
版
々
に
長
牛
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し

た
「
長
浜
お
主
主
主
セ
シ
タ
l
」
を
平

成
卜
-
二
年
一
一
一
月
末
を
持
ち
ま
し
て
閉
居

5
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
窓
口
業
務
は
、
一
大
川

営
業
所
お
客
三
ま
セ
ン
タ
ー
」
で
承
る

こ
と
ー
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
と
そ
ご

珂
解
手
一
品
り
ま
す
よ
、
つ
お
町
駅
い
い
た
し

ま
す
u

ま
だ
、
電
気
料
金
の
お
支
払
い
は
、

便
利
で
お
手
軽
な
口
出
転
作
と
し
て
い

た
だ
き
ま
寸
ょ
う
一
君
ね
て
お
願
い
い
た

し
ま
Jι

一
お
問
い
合
わ
せ
}
四
国
電
力
ト
八
洲
常

業
所
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一
三

O

四一

O

ヒ
九
五
)
ま
で
。
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愛媛(i)観光フォトコンテスト
行ってみたいえひめの観光地

愛媛の自然 ・風物など、だれでも一度は行ってみたくなるような観光

写真を募集します。

皆さん、お気軽にどしどしご応募ください。

【応募方法]0四つ切りサイズのカラープリントO過去 1年以内に撮影
された未発表のものO対象は、愛媛の風景 ・建物・祭り・風物・ 産業な

と、。 人物の被写体がある場合は、本人の承諾を得ること。O応募票(下

記ヘ照会ください。)を添付。O一人何点でも応募可。O応募作品は原

則として返却しません。入賞作品は、ネガまたはポジを提出していただ

きます。版権及び使用権は主催者側に属します。

【締め切り】 2月 28日

【発表】入賞者に直接通知するとともに

新聞等で発表予定。

1 【賞】O最優秀作品 1点 5万円O優秀
作品2点一 2万円O入選 5点 ・1 万円。
佳作 10点一記念品

【作品の送付先・照会先】〒791-8057愛

媛県松山市大可賀 2丁目1-28(社 )愛媛

県観光協会 (会089-951-0711)まで。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護
者
名

沖

浦
下
須
戒

長

浜

沖

浦

白

滝

今

坊
沖

浦

友
キ公

冬主拓T尚 }摩ま真~;I士持以
樹 s弥守子iタゅ弘主-Z香か

良R号

r度
遺
上
田
渡
壁
上
満
宮
田
大
原

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

美勇理 J告章裕
保 二宏一次 文強

-櫛下白

1 たばこによる い議穐

l J 一品低~~与防ぎましょう!
浦保下

吟
子
(
六
五
)

高
周
雄
(
八
六
)

昭
則
(
七
二
)

-18-

新
成
人
者
の
傍
若
無
人
ぶ
り
が
テ
レ

ビ
や
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
が
取
材
し
た
当
町
の
成
人
式

は、

粛
々
と
行
わ
れ
た
素
晴
ら
し
い
式

典
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
部
の
マ

ナ

l
違
反
者
の
行
動
が
、
一
般
的
な
現

代
の
若
者
像
を
誤
っ
て
映
し
出
す
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

(や
)

人口・世帯数のうごき

9，780人
(男 4，623人)
女 5，157人

口

世帯数

白長沖今長出

坊浜海滝浜浦

岡藤笹

尾井地野洲本

恵
美
子
(
八
三
)

欣
也
(
八
二

ノ
ブ
コ
(
八
二
)

百
一
(九
二

子
(
六
九
)

茂
(
七
九
)

松久木

前月との比較

1人減

(fi詑)
5世帯増

洲 藤菊

t良

12月末現在

3，617世帯

人

夢 と希望に満ちた21世紀最初の正
月も、あっという聞に過ぎて早2月。
暦の上では 2月 4日が立春。 しかし
まだ寒さは続き、 草木の芽が伸びる

のは先のこと。 この頃の寒さを余寒

とか春寒といって、冬の寒と区別す

る。

季節の変わり自の立春 ・立夏 ・立

秋・ 立冬の前日は節分だが、通常は

立春の前日の節分だけに、 夜は招福

の行事の豆まきが全国的に行われる。

この日柊に鰯の頭を刺したものを戸

別に刺し、悪臭を発するものをいぶ

し、悪霊の進入を防ぐ行事が行われ

る。

奈良・平安時代には節目といい、

季節の変わり目の祝日とした。季節

の変わる根本の原因は、地球に対す

る太陽の照り方で、 1年を通じて変
化 し、そこには特別 の日がある。 そ

L .. ミ'"
れは 2至 2分である。 2至は最も昼
の短い冬至 と、最も長い夏至で、 2

分は昼夜の長さがほぼ等しい春分と

秋分である。 このことを中国文化 で

は、春分は春の、夏至は夏の、秋分

は秋の、冬至は冬の中央点と考えた。

2至 2分の中間点に来るのが、立春 ・
立夏・立秋 ・立冬の 4立である。
季節感は、光と気温の両面から見

ると納得7う九ミく 。実 に 2月は「光の

春 」といい、バレンタインデーの 2
月14日には「小鳥はつがし、になる」
という諺がある。東京あたりでも 、

立春頃には雀が「声変わり」して独

特の艶を帝ひ、たさえずりを始めると

いう 。光の強まりがホルモン腺を刺

激して「鳥の妻恋」の始まる良い季

宣行となる。

2月11日は建国記念の日だが、戦
前の紀元節で、戦後1948年(昭和23
年)に廃止されたが、 1966年(昭和
41年 )に国民の祝 日と して復活した。
2月14日の聖バレ ンタ イ ンデーは、
3世紀にバレン タインの殉死した日
で 、カトリ ックの祭日となった。 こ

の日を愛の日として、恋人同士や夫

婦問でプレゼントを交換し、女が男

に求愛できる日とされ、男女が贈り

物を交わす風習 が日本に伝わる。

2月は梅見の月。俳句に「梅一 輪
一輪ほどのあたたかさJとある。 こ
の良い時期こそ町発展の好季。一層

の発展を祈ってやまな'-"0


